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①ネウボラ事業 【１,210万円】
※うち、国県補助金等【872万円】

　子育て世代包括支援センター「す
くすく」が中心となり、相談業務や
子育て支援事業等を実施し、妊娠期
から子育て期にわたり切れ目のない
支援を実施。

▲�専門職員が子育てをしっかりとサポート

②出会い結婚支援事業〔新規〕
 【10万円】
　県が実施する結婚マッチングアプ
リ「はぴ福なび」の登録料を助成。
③ 子育て支援アプリ事業
 【40万円】
　スマホアプリを導入し子育てに関
する情報発信の強化を図るととも
に、新たにオンライン相談機能を追
加。

▲�スマホアプリで健診のお知らせや子育て
情報を確認

④ 妊婦一般健康診査・新生児聴
覚検査 【885万円】

※うち、国県補助金等【15万円】

　県内の産科医療機関に委託し、妊
婦健診、産後2週間・1か月健診、
新生児聴覚検査を実施。

⑤乳幼児健診 【181万円】
　保健福祉センター「やすらぎ園」
において、４カ月児、7カ月児、
10～11カ月児、1歳6カ月児、3
歳6カ月児健診を実施。

▲�乳幼児健診で成長を確認

⑥不妊治療費助成事業 【240万円】
　特定不妊治療を行う夫婦の経済的
負担軽減のため、治療費の一部を助
成（県補助に上乗せ）。

▲�治療に係る費用を助成

⑦子ども医療費助成事業
【4,775万円】

※うち、国県補助金等【3,054万円】

　保護者の経済的負担軽減のため、
18歳までの医療費自己負担分を全
額助成。
⑧ ひとり親家庭医療費助成事業
 【302万円】

※うち、国県補助金等【128万円】

　ひとり親家庭の保護者にかかった
医療費の一部を助成。
⑨ 予防接種事業 【３,578万円】

※うち、国県補助金等【144万円】

　各種疾病の蔓延防止と健康増進の
ため、定期予防接種の全額助成、任
意予防接種は一部又は全額助成す
る。
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①こおり健康楽会 【234万円】
※うち、国県補助金等【163万円】

　健康寿命の延伸に向けた健康づく
りコンソーシアム「こおり健康楽会」
の充実を図り、企業・団体等と連携
し、生活習慣病を予防するため野菜
摂取の増加を図る「ビタミンスムー
ジーステーション事業」等を実施。
町民が一丸となって健康づくりに取
り組む。

▲�「こおり健康楽会」設立会

② 福島県市町村先駆的健康づく
り実施支援事業 【120万円】

※うち、国県補助金等【120万円】

　民間企業と協働し、「ウォーキン
グチャレンジ（歩行の質や量を測
定）」など、生活習慣病予防や運動
習慣づくりへつなげる事業を展開。

▲�歩行年齢をチェック

③推定食塩摂取量測定【132万円】
　集団健診日等に尿中塩分測定を実
施し1日の推定食塩摂取量を知り、
高血圧予防へつなげる。
④各種がん検診事業 【１,845万円】

※うち、国県補助金等【2万円】
　がんの早期発見に向けて各種がん
検診を実施。胃がん検診では、従来
のバリウムによる検査のほか、胃カ
メラ検査も実施。

⑤ 食生活改善推進員事業
 【14万円】
　町民の健康の保持・増進のため、
食生活を見直し改善するための支援
活動ができるよう学習会を開催し、
減塩啓発等の栄養改善事業に協力。

▲�減塩啓発活動

⑥ 高齢者の保健事業と介護予防
の一体的実施 【111万円】

※うち、国県補助金等【111万円】
　高齢者を対象とし、個別的な相談・
指導、通いの場への積極的な関与を
通じて、健康の保持増進、疾病予防、
介護予防を一体的に取り組む。

▲�通いの場での活動の様子

⑦公立藤田総合病院負担金
【5,974万円】

　桑折町分の負担額3割分を負担。
（3,000万円）
　その他、特別交付税措置。（2,974
万円）
⑧ 伊達地方病院群輪番制協議会

補助金 【378万円】
　休日・夜間の救急医療体制維持の
ため、補助金を交付。

地域福祉
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①  社会福祉協議会事業補助金交
付事業 【１,825万円】

　高齢者・障がい者・児童福祉事業、
福祉相談事業など、社会福祉協議会
が取り組む事業に対する助成。
②障がい者福祉扶助費

【２億8,280万円】
※うち、国県補助金等【2億123万円】

　自立支援医療費、補装具費、障が
い者自立支援給付費、障がい児給付
費、重度心身障がい者医療費、通所
施設交通費給付費、人工透析患者通
院交通費補助事業等の給付。
③ 地域生活支援拠点等整備事業
（コーディネーター配置・体験
の場提供） 【149万円】

　障がい者等の重度化・高齢化や「親
亡き後」に備えるとともに、地域移
行を進めていくため、緊急時の迅速
かつ確実な相談支援を行うコーディ
ネーターの配置や体験の場の提供を
実施。

高齢者福祉
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① 「献上桃の郷おでかけパス」
利用助成事業 【780万円】

※うち、国県補助金等【288万円】
　交通手段の確保が困難な、65歳
以上の非課税者、70歳以上の高齢
者に対し、申請によりタクシー助成
利用証を発行し、自己負担500円を
超えた料金を助成。

▲�おでかけパスを利用し町内をタクシー移
動

② 高齢者運転免許証自主返納支
援事業 【66万円】

　運転免許証を自主返納した高齢者
に対し、12,000円分のタクシー券
を交付。
③ シルバー人材センター事業補

助金交付事業 【450万円】
　高齢者会員の生きがいの充実、地
域社会貢献活動等に対する助成。
④老人保護措置業務【１,738万円】
　老人福祉法により措置の必要があ
ると認めるものに対して、入所に関
する調査等手続きを行う。また、措
置者に対しての実態調査や施設との
連携を図り、生活の安定を保持。
⑤緊急通報装置貸与事業【50万円】
　日常生活に不安を持つひとり暮ら
し高齢者に対し、通報装置を設置し、
緊急時に通報することで委託業者が
かけつけ対応。また、月1回の電話
連絡による安否確認を実施。
⑥ 敬老の日記念事業（フラワー

ヘルス）〔新規〕 【303万円】
　敬老の日を記念し、75歳以上の
高齢者に対しフラワーギフト券を贈
り、花を飾ることで精神的ストレス
の緩和や健康維持に繋げる。

▲�長寿と健康を祝うフラワーヘルス事業

⑦ 老人福祉センター大かや園管
理運営費 【２,149万円】

※手数料【322万円】

　大かや園の施設維持管理や運営。
今年度は非常灯・誘導灯の修繕工事
などを実施。

　安心して子育てや親の介護ができるよう、町民みんなが希望や安心
を持って健やかに暮らせる、生涯を通じた健康づくりや地域福祉、高
齢者福祉の充実に取り組みます2 健やかで希望に満ちた“暮らし”の確立
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